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はじめに

当社（有限会社シンク・フジイ）では以前より重機向け安全管理補助器具として「ばか騒ぎ」をレンタル販売して

いる。この「ばか騒ぎ」に会話機能や自動検知機能を追加した上位機種「ばか騒ぎ-ＴＲ」と「ばか騒ぎ-ＷＲ」を開発

しているのでその進行状況を報告する。

背景

従来より当社では重機向け安全管理補助器具として「ばか騒ぎ」をレンタル販売している。「ばか騒ぎ」とは、作業

員が携帯するリモコンのボタンを押すことにより重機に設置されたサイレンが鳴り、重機オペレーターが作業員の接

近に気付き、オペレーターがサイレンを消すことによりパトランプが点灯して作業員もオペレーターが気付いたこと

を確認できるという製品である。昨年（2010 年）10 月、「ばか騒ぎ」が重機と作業員の接触事故防止に役立つ製品と

して国土交通省新技術情報提供システム（NETIS）に登録された。これと同時に当社では「ばか騒ぎ」の機能の拡張

を進め、より多くの現場に適用できる上位機種として「ばか騒ぎ」に双方向会話機能を追加した「ばか騒ぎ-ＴＲ」と、

当社製品「おしらせラジオ」の自動検知機能を追加した「ばか騒ぎ-ＷＲ」の開発を行ったのでここに紹介する。 

Ⅰ ばか騒ぎ-ＴＲ 

開発目標

従来の「ばか騒ぎ」は作業員は携帯するリモコンのボタンを押すことで自分の接近を重機オペレータに知らせる

ものだが、重機オペレーターに届くのはサイレン音のみであり、作業員の目的について詳細を知ることはできなか

った。このため、作業員と重機オペレーターとの間で双方向の会話が可能となる「ばか騒ぎ」を開発することを目

標とした。

共同開発

「ばか騒ぎ-ＴＲ」の開発は岡山県の 有限会社青電舎 と共同で行っている。 

機器構成

ばか騒ぎ-ＴＲは作業員が持つ子機(トランシーバー)と重機に設置される親機(トランシーバー + サイレンを内

蔵した本体 + スピーカーマイク)と親機に接続されたＬＥＤランプから構成さている。子機は充電器により充電

され、親機は重機内のシガーソケット（DC24V）より給電される。子機トランシーバーの数は作業員の数に応じて

選ぶことができる。（最大 99 台まで）子機、親機共にトランシーバーは他者との混信を防止するため市販品とは互

換性の無いデータ通信による管理方式を採用している。

また、オプションとして重機内のシガーソケット電源が使用不可能な場合の密閉式バッテリー、重機オペレーター

用ヘッドセットなどがある。



 

機器構成 写真 

      
    ＬＥＤランプ   スピーカーマイク   

 

   
  子機             本体（背面）          ヘッドセット（オプション）も使用可能 

 

機能 

 

１．通常呼び出し機能 

作業員が携帯する子機トランシーバーの送信ボタンを押すと、重機内に設置された親機に内蔵されるサイレンが

鳴動し、親機に接続された LED ランプが点滅して重機オペレーターに子機からの着信を知らせる。重機オペレータ

ーは安全のため重機を停止させ、親機に接続されたスピーカーマイクで作業員と会話して作業員の用件を知ること

ができる。 

 

２．緊急警報機能 

作業員は緊急時に親機と子機を持つ作業員全員に対して同時に緊急警報を発することができる。作業員が子機ト

ランシーバーのモードボタンを長押しすることにより親機のサイレンとランプが稼動し、全子機の呼び出し音が鳴

る。親機の警報は重機オペレーターが親機本体の解除ボタンを押すまで鳴り続け、子機呼び出し音も他の作業員が

応答するまで鳴り続ける。 

 

３．その他の機能 

機能設定を行うことにより子機や親機付属のトランシーバーが持つ他の機能（個別会話機能・グループ会話機能・

秘話機能など）も使用可能になる。 

 

    親機（本体+トランシーバー） 

緊急警報解除スイッチ（赤） 

呼び出し機能切り替えスイッチ(黄) 

     付属トランシーバー 

IC-4810 Icom.Inc  

 

    子機トランシーバー 

      IC-4810 Icom.Inc 



 

 

使用例 

    重機オペレーターが気付いてくれない  →    ばか騒ぎ-ＴＲを使用すると 

  

 

この他の運用例 

 重機付近の作業を監視員が監視する。        斜面崩壊のおそれのある現場で監視員が斜面を監視する。 

   

 

機器仕様 

子機トランシーバー・親機トランシーバー ； IC-4810  Icom Inc  

幅：63mm 厚さ：30mm 高さ：165mm（アンテナ含む） 

スピーカーマイクロフォン        ； HM-186SJ  Icom Inc 

親機（サイレン内蔵）制御部       ； DC24V 入力 ランプ出力最大２４Ｗ  

                       本体部サイズ 取り付け用アングル含む（トランシーバー部を除く） 

幅：１７０ｍｍ 高さ：１４０ｍｍ 長さ：１４０ｍｍ 

付属 LED ランプ             ；  LED5 ミニサイドマーカーランプ DC24V グリーン 

                       本体サイズ ； 直径：約５０ｍｍ 高さ：約４５ｍｍ 

 

注）ばか騒ぎーＴＲの子機と親機のトランシーバーはグループ間で特別なＩＤの設定を行っており、市販されている

Icom トランシーバーは同型（IC4810）であっても子機の代用として使用することはできない。 

 

 



 

Ⅱ ばか騒ぎ-ＷＲ 
 

開発目標 

従来の「ばか騒ぎ」は作業員が携帯するリモコンのボタンを押した時のみ重機内のサイレンが鳴り、重機オペレ

ーターが作業員に気付くことができる。しかし、作業員が自分で気付かないうちに重機に接近してしまった場合、

リモコンのボタンは押されず、重機オペレーターが作業員に気付かない可能性がある。このような危険を回避する

ため、当社では「おしらせラジオ」という製品をレンタル販売している。「おしらせラジオ」は作業員が携帯する

1620 kHz の電波発信機が重機に近づいた場合、重機のラジオから自動的に警報が放送される仕組み（自動検知機能）

になっているが、「ばか騒ぎ」と同じく重機と作業員の接触事故を防止する目的で使用されることから「ばか騒ぎ」

に同様の機能を追加してほしいという要望が以前からあった。また、「おしらせラジオ」は AM ラジオ 1620kHz の

電波を使用することから、道路交通情報サービスが行われている場所や同周波数の外国放送が混信する場所では使

用できないという制約もあった。そこで「ばか騒ぎ-ＷＲ」の開発では従来の「ばか騒ぎ」に「おしらせラジオ」の

機能を追加し、自動検知に使用される電波を AM ラジオ波とは別の周波数として他の電波との混信が無く、適用可

能地域に制限が無い製品とすることを目標とした。 

 

共同開発 

「ばか騒ぎ-ＷＲ」の開発は「財団法人しまね産業振興財団」の「平成 22 年度発展型試作開発等助成金」の交付を

受け、機器製作については愛知県の加藤電機株式会社と共同で行っている。 

 

機器構成 

「ばか騒ぎ-ＷＲ」は作業員が持つリモコン（4 個まで）と、重機内に設置される本体、本体と接続されるアンテナ、

サイレン、ストップボタン、ランプから構成される。リモコンは内蔵電池（ボタン電池）により給電され、本体は

重機内のシガーソケット電源（DC24V）より給電される。重機のシガーソケット電源が使用不可能な場合、密閉式

バッテリー（オプション）により給電する。 

 

                                       ストップボタン 

パトランプ     

                                               リモコン 

 

   

サイレン 

受信部アンテナ 

  本体（メインユニット） 
 



 

機能 

マニュアルモード（ボタン連絡） 

従来の「ばか騒ぎ」と同様に、作業員がリモコンのボタンを押すことにより重機内のサイレンが鳴動する。重機

オペレーターはサイレンによって作業員の接近に気付き、安全のため重機を停止させる。 

重機オペレーターがストップボタンを押してサイレンを停止させると重機に設置されたランプ（回転灯）が点灯す

る。作業員は回転灯の点灯を見て重機オペレーターが自分に気付いたことを確認することができる。 

この他、監視員がリモコンを持ち、重機付近で作業員が作業するのを監視する場合や、斜面崩壊のおそれがある

場所で斜面を監視し、危険の予兆を捉えた場合、監視員がリモコンで重機オペレーターに知らせるなど、従来の「ば

か騒ぎ」と同様の方法で運用できる。 

オートモード 

作業員がオートモード設定されたリモコンを所持する。リモコンを持った作業員が重機に接近（12m 以内）す

ると自動的に重機内のサイレンが鳴り、重機オペレーターは作業員の接近に気付くことができる。重機オペレータ

ーは安全のため作業を中断し、ストップボタンによりサイレンを停止させ、作業員に指示を出す等して危険を回避

する。 

リモコンをオートモードで使用中であってもボタンを押せばマニュアルモードで連絡できる。 

 

使用例 

マニュアルモード（ボタン連絡）：作業員がリモコンのボタンを押すと重機内のサイレンが鳴る。 

 

オートモード（自動検知）：リモコンを携帯する作業員が接近すると検知して自動的にサイレンを鳴らす。 

     
 

 



 

仕様 

      

       基本構成図                       システム構成図 

 
本体部仕様 

   定格電圧    DC24 V (重機シガーソケットより給電) 

   付属リモコン  ４個 

リモコン仕様 

   寸法・重量   63.8 ×33.85 ×13.3 (mm) ・ 26g 

電波形式    マニュアルモード 特定小電力無線 315 MHz 

           オートモード   微弱無線通信 315ＭＨｚ 

定格電圧    DC 3 V 

使用電池    CR2450 ( 1 個 ) 620mA 

振動センサ   内蔵振動センサ（5 分以内にセンサ信号１０回以下でスリープ） 

 

 

おわりに 

国土交通省建設工事事故防止対策「平成 23 年度における建設工事事故防止のための重点対策の実施について」にお

いて、重機事故防止重点対策にはステッカー運動の推進とともに重機との接触事故防止対策の推進があげられている。

そこには「関係業団体は，会員各社に対して，現場の状況を十分に勘案し，重機の接近を知らせる警報装置を有効に活

用する等により，重機と作業員との接触事故防止対策を実施するよう働きかける」と記されている。ばか騒ぎはこの「重

機の接近を知らせる警報装置」にあたり、その活用は接触事故の防止につながることはもちろん、入札時の総合評価方

式において評価点（創意工夫）の加点が見込めるという点でも大いに役立つと考えられる。 

また、「ばか騒ぎ」は重機を使用する工事現場に限らず、警報を必要とする様々な現場への応用が可能であり、これ

までにも除雪作業中の除雪車への巻き込み事故防止や地盤監視システムと連動する警報装置としての応用実績もある。 

（有）シンク・フジイでは従来のＮＥＴＩＳ登録技術「ばか騒ぎ」に、このたび開発した「ばか騒ぎーＴＲ」（双方向

通話が可能）と「ばか騒ぎーＷＲ」（自動検知機能の追加）を加え、ばか騒ぎのシリーズ化を図り、それぞれの特徴を

生かして様々な現場の顧客ニーズに合わせた提案を行うと同時に、新たな応用方法の開拓にも努めていきたいと考えて

いる。 

 


